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昭和59年5月10日

今年度第、回
一
』

五
回

一
一
－
一
闘

一こんなテーマに意見をいただきました一

①北越北線を地域振興にどう生かしてゆくべ

　きか

　oなぜ北線が必要なのか、どのように生か

　　すべきなのか

　oどのような効果があるのか、その効果を

　　もたらすために地域で何をなすべきか一一

　　など

②鉄道そのものに対するアイデア

　o列車・駅舎などのアイデァ

　oより多くの人を乗せるためのアイデアー

　　など

　
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
た
「
市
民
と
語
る
日
」
は
、
今
月
一

日
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
い
ま
ま
で
の
形

態
か
ら
一
歩
進
み
市
政
の
重
点
課
題
に
つ
い
て
座
談
会
形
式
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
第
一
回
目
の
今
回
は
、
現
在
に

お
け
る
大
き
な
課
題
1
「
北
越
北
線
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

地
域
発
展
と
い
う
大
き
な
目
的
が
存
在
し
て
い
る
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
参
加
者
（
十
四
名
）
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
建
設
的

な
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
の
関
係
も
あ
り

話
の
全
容
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
お
話
い
た
だ
い
た
主
な
内

容
を
要
約
し
た
形
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
新
し
い
鉄
道
は
、
新
し
い
文
化
、
新
し
い
時
代
を
運
ん
で
来

る
と
い
い
ま
す
。
今
、
わ
た
し
た
ち
が
”
自
分
た
ち
の
ま
ち
を

見
つ
め
な
お
す
”
こ
と
の
で
き
る
良
い
機
会
に
あ
る
こ
と
は
確

か
な
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
意
味
に
お
い
て
も
、
自
分
自
身
の
「
北

越
北
線
」
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
座
談
会
の
内
容
の
ほ
か
に
、
鉄
道
と
地
域
開
発
の
効
果

や
第
三
セ
ク
タ
ー
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
の
説
明
も
掲
載
し
ま

し
た
。

都
市
開
発
の

　
　
　
　
条
件
と
し
て

星名晴夫さん
（十日町駅助役）

①
十
日
町
駅
の
緑
の
窓
口
の
集
計
で

は
、
こ
の
地
域
か
ら
外
へ
出
か
け
る

件
数
は
一
日
約
八
十
～
九
十
件
。

道
路
（
車
）
へ
の
依
存
は
非
常
に
高

い
が
、
時
間
短
縮
は
都
市
開
発
の
ひ

と
つ
の
条
件
で
あ
る
。
も
っ
と
地
域

住
民
が
鉄
道
に
関
心
を
も
つ
べ
き
だ
。

②
如
何
に
し
て
都
会
の
人
の
足
を
運

ば
せ
る
か
が
課
題
。
例
え
ば
駅
舎
も

個
性
的
な
も
の
で
あ
っ
て
良
い
は
ず
。

期
待
し
す
ぎ
は
危
険

小林　博さん
（力騰響丁）

①
観
光
に
道
を
見
い
出
す
こ
と
に
は

危
険
性
が
あ
る
。
考
え
方
を
積
極
的

に
す
べ
き
だ
が
、
線
に
対
し
期
待
し

す
ぎ
は
ダ
メ
。
飯
山
線
を
ダ
メ
に
し

て
い
る
地
域
性
を
考
え
る
必
要
も
あ

る
。
例
え
ば
現
在
の
飯
山
線
を
実
験

的
に
使
う
こ
と
も
良
い
例
に
な
る
は

ず
だ
．
②
バ
イ
ク
の
汽
車
輸
送
に
一

考
を
。
食
堂
電
車
、
宴
会
列
車
、
山

菜
列
車
な
ど
は
。
人
を
乗
せ
る
た
め

の
方
法
を
考
え
る
の
が
先
。
世
の
中

に
は
、
鉄
道
で
働
き
た
い
人
も
多
い

の
で
公
募
し
て
も
良
い
の
で
は
。

地
域
ぐ
る
み
の

　
　
　
　
計
画
づ
く
り
ん
）

さ
丁
店

一
田
木

慎
蠣
西
ハ
ト

　
　
ノ

￥
　
（

弓

①
都
会
の
人
達
が
、
田
舎
独
得
の
雰

囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
す
る
な

ど
地
域
ぐ
る
み
で
計
画
づ
く
り
を
す

る
こ
と
。
②
都
会
の
人
達
へ
、
土
地

を
安
価
格
で
売
り
込
む
方
法
な
ど
は
。

ま
た
、
駅
の
名
前
を
募
集
す
る
こ
と

も
良
い
の
で
は
。

も
っ
と
参
加
意
識
を

安藤千佳子さん

（共懇晃㈱）

①
汽
車
に
乗
る
こ
と
の
少
な
い
人
が

多
い
よ
う
で
す
。
時
間
、
距
離
、
費

用
が
節
減
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

も
っ
と
幅
広
い
話
し
合
い
な
ど
が
あ

っ
て
も
良
い
の
で
は
。
参
加
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

P
R
用
の

　
　
看
板
の
設
置
を

柳政太郎さん
（駅通り・白雪）

①
問
題
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

何
か
P
R
が
不
足
し
て
い
る
。
第
三

セ
ク
タ
ー
に
よ
る
建
設
促
進
を
P
R

す
る
看
板
等
の
設
置
を
考
え
て
も
ち

い
た
い
。
②
例
え
ば
三
千
人
収
容
可

能
な
文
化
会
館
建
設
な
ど
、
過
疎
対

策
や
企
業
誘
致
な
ど
に
も
魅
力
的
な

施
設
づ
く
り
も
必
要
。

第
三
セ
ク
タ
ー

設
立
促
進
大
会
は
第
一
歩

丸山良典さん
（講轟長）

①
J
C
ス
ク
ー
ル
や
克
雪
フ
ェ
ア
で

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
、

夢
の
な
い
若
者
が
多
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
。
そ
ん
な
現
状
の
中
で
、

企
業
誘
致
や
観
光
面
で
と
ら
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
を
動
か
す
観

光
ル
ー
ト
の
開
発
が
必
要
。
J
C
は

五
月
九
日
の
第
三
セ
ク
タ
i
設
立
促

進
大
会
を
第
一
歩
と
位
置
づ
け
上
越

や
雪
国
J
C
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
事

業
計
画
を
考
え
た
い
。

魅
力
あ
る

　
　
観
光
開
発
の
線

①
高
速
交
通
体
系
に
対
応
す
べ
く

魅
力
あ
る
観
光
開
発
の
線
と
し
て
一

日
も
早
い
開
通
を
希
望
。
観
光
と
い

　池田作三さん

！（慰脇）
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国鉄で赤字なのにどうして
第三セクターでやれるの9

国鉄が経営できなくて見離した鉄道がどうして第三

　　　　セタターでやれるのかという疑問を皆さんがお持ちだ

と思います。

現在の国鉄と同じ条件で運営すれば赤字になること

は誰が考えても明らかですが、第三セクターで運営す

る場合にはいくつかの特典が与えちれています。

　第三セクターで運営する場合の
　　　　　　メリットと条件

蓬．路盤、鉄銘、駅舎、通信信号施設などは国の予算

で鉄道建設公団が工事をし、完成後、列車が走れる

状態にして第三セクターに無償で貸与されます。こ

れに対する減価償却は第三セ穿ターは行わなくとも

良く、車輔の購入なお運営部分を第釜池タターが担

当します。

2，　助成措置として転換交付金が躇線塗紬当り1000万

円交付されます。北越北線は59．4k搬ですから、5億

9400万円が交付されることになります。また、経営

が赤字となった場合は5年間に限り欠損金の2分の

　1を国が補助することが考えられています。

3．貸与された施設が災害などにより損傷した場合は

国（鉄建公団〉がその復旧工事を行います。

4．現在の国鉄は1km当り6．1人の人が働いています

が、第三セクターでは、約1人です。

5．弾力的な運営で、時刻や回数など地域にマッチし

た運行ダイヤを組み、サービスや能率の向上がはか

れます。

鉄道には大きな
　　　地域開発効果が

鉄道は地域開発に大きな役割を果していますが、自

然条件や道路事情がほとんど同じで、鉄道が通ってい

る只見線沿線（北魚沼郡入広瀬村、守門村、広神村）

と通っていない東頸城郡六町村を比較してみましょう。

下表のとおり、人口、進出企業の件数と人数、観光

客数でみると明らかに差がでています。工業関係や商

業関係でみても、これと同じ傾向になっています。

人　口 40　年 55　年 40年を100
只見線 22，747人 18，429人 81．0

東頸城 48，342人 31，711人 65．6

進出企業 40～55年 56～57年 計

只見線 40件1，019人 2件38人 42件1，057人

東頸城 17件　525人 0 17件　525人

観光客 46　年 56　年 46年を100

只見線 87，598人 286，400人 327

東頸城 92，350人 168，000人 182

良『

・響騨

泌

謄・

轟、
繁

爵

う
も
の
は
現
在
は
実
に
多
様
化
し
て

い
る
が
、
日
本
に
は
海
の
な
い
．
地
域
、

山
の
な
い
地
域
は
多
く
あ
る
。
そ
ん

な
地
域
の
人
を
対
象
に
し
て
積
極
的

に
誘
客
を
推
進
す
る
必
要
も
あ
る
。

②
電
化
は
必
要
で
あ
る
。
団
体
（
客
）

列
車
を
入
れ
る
た
め
に
は
電
化
が
さ

れ
て
い
な
い
と
大
都
市
か
ら
の
誘
客

が
不
可
能
だ
か
ら
。

　
　
ユ
ニ
ー
ク
な

　
　
　
　
　
列
車
走
行
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
卜
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
（

②
昔
は
六
郎
忌
ん
で
、
汽
車
が
駅
と

駅
と
の
間
で
臨
時
停
車
を
し
た
と
の

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
駅
と
駅

と
の
間
で
、
何
か
催
し
物
を
や
り
、

①
便
利
性
と
非
厘

求
し
な
が
ら
全
一

を
出
さ
せ
る
作
曲

か
。
そ
れ
が
結
団

は
ず
。
何
も
な
い

こ
こ
に
他
の
地
印

し
て
く
れ
る
よ
・

も
つ
こ
と
が
必
ゴ

②
参
加
意
識
を

広
く
全
地
域
重

切・　を価、るい見追

広
域
的
な
観
光
開
発
も

同
じ
よ
う
に
臨
時
停
車
す
る
こ
と
な

ど
も
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
は
お
も

し
ろ
い
の
で
は
。

　
全
地
域
で

　
考
え
る
こ
と
が
大
切

だ
が
、
そ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
募
集

な
ど
を
や
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
人
が
立
ち
ど
ま
る

　
　
　
　
地
域
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酷
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保

①
地
域
住
民
は
便
利
で
あ
れ
ば
必
ず

利
用
す
る
も
の
。
問
題
は
地
域
以
外

の
人
が
ど
れ
位
利
用
す
る
か
だ
。
そ

れ
も
、
通
過
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。

立
ち
止
ま
る
何
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
②
「
北
越
北
線
」
で

な
く
名
前
の
募
集
は
。
ま
た
資
金
に

つ
い
て
も
広
く
民
間
か
ら
募
集
を
。

山本貴一さん

（騰轟）

三
年
後
に
は
実
現
を

①
鉄
道
の
な
い
と
こ
ろ
に
地
域
発
展

は
な
い
。
過
疎
地
域
の
北
越
北
線
は

観
光
資
源
開
発
を
各
沿
線
市
町
村
が

独
特
な
も
の
と
し
て
、
か
つ
広
域
的

に
や
る
必
要
が
あ
る
。

②
ト
ン
ネ
ル
が
多
い
が
、
本
や
新
聞

な
ど
が
読
め
る
配
慮
を
。
電
化
は
幹

線
的
機
能
か
ら
し
て
も
絶
対
必
要
。

つ市越地石坂正隆さん

域村線発（昭和町3・自宅）

①
現
在
の
結
婚
式
会
場
は
、
便
利
の

よ
い
と
こ
が
会
場
設
定
の
条
件
に
な

っ
て
い
る
。
湯
沢
や
長
岡
等
で
や
る

ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
ん
な
例
か
ら
も

鉄
道
の
存
在
も
大
き
く
北
越
北
線
も

工
事
継
続
を
や
っ
て
ほ
し
い
も
の
。

　　　　　継
　　　　　続
波形盤知郎さんを
（ホ男牒や）

①
き
も
の
首
都
づ
く
り
構
想
も
あ
る

が
、
織
物
が
過
疎
と
な
ら
な
い
た
め

の
鉄
道
と
し
て
考
え
る
。
五
～
六
年

と
い
わ
ず
こ
の
早
い
ぺ
ー
ス
で
三
年

後
に
は
実
現
を
。
来
る
お
客
さ
ん
の

安
心
感
と
販
売
活
動
の
効
率
性
か
ら

も
必
要
な
鉄
道
で
あ
る
。
②
現
代
は

使
い
捨
て
の
時
代
、
軽
い
車
輔
で
早

く
走
り
早
く
止
ま
る
車
輔
を
考
え
る

こ
と
も
可
能
だ
。

　
暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら

　
　
　
　
　
脱
　
皮
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
丁
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
田
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
ギ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渕
下
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
（

②
全
国
に
は
例
に
な
い
よ
う
な
鉄
道

に
し
て
ほ
し
い
。
特
に
三
分
の
二
は

ト
ン
ネ
ル
だ
が
、
そ
の
中
の
暗
さ
の

活
用
や
、
走
る
音
に
ふ
る
さ
と
的
な

メ
ロ
デ
ィ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
な
ど
、

要
は
、
変
わ
っ
た
も
の
が
な
け
れ
ば

ダ
メ
と
思
う
。

　
　
工
事
の
継
続
を

r｝丁一丁「一「一
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当
間
縞
原
『
開
発
・
に
p
着
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
発
会
極
を
第
三
セ
タ
タ
膨
で
設
立

　
雄
大
な
観
光
資
源
－
当
間
高
原
の

開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
な
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ヤ

ー
場
と
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
基
地
と
し
て

日
本
で
も
有
数
の
施
設
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
の
規
模
の
開
発
事
業
で
す
。

　
四
月
二
十
一
日
、
ク
ロ
ス
ー0
で
第

三
セ
ク
タ
ー
「
当
間
高
原
開
発
株
式

会
社
」
の
創
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。〔
会
社
の
概
要
〕

●
資
本
金
…
五
百
万
円
（
安
達
グ
ル
ー

プ
三
百
五
十
万
円
、
十
日
町
市
百
五

十
万
円
）
●
役
員
…
秋
田
實
（
社
長
）

安
達
健
之
助
、
井
手
伸
明
、
本
田
欣

二
郎
（
以
上
取
締
役
）
、
増
島
三
吾
、

服
部
泰
（
以
上
監
査
役
）
●
所
在
地

働
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
内

こ
の
開
発
事
業
を
推
進
す
る
安
達

事
業
グ
ル
ー
プ
の
取
締
役
社
長
の
安

達
健
之
助
社
長
は
「
当
間
山
は
雄
大

な
ス
ケ
ー
ル
の
未
開
発
エ
リ
ア
。
当

グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
あ
げ
た
い
。
ま

た
雇
用
の
促
進
と
購
入
物
品
は
地
元

を
優
先
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
諸

里
市
長
は
「
当
間
高
原
は
当
市
が
有

す
る
最
大
な
観
光
資
源
。
就
任
以
来

こ
の
素
晴
ら
し
い
資
源
を
い
つ
か
世

に
出
し
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。
永

年
折
衛
を
し
て
き
た
国
有
林
問
題
も

三
月
に
”
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
森
”

と
し
て
許
可
を
受
け
た
の
で
安
達
グ

ル
ー
プ
と
折
衛
し
今
日
に
至
っ
た
。

今
後
は
、
地
元
住
民
の
協
力
体
制
が

、
9
’
9
。
昼
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イタリアンフ．エアに

　　　　9日間のべ　一15ゆ00人

　　　　　　　　　　　　　　　　～クロス10～

5月のゴールデンウィークを中心に4月28日から5月6日ま

で、のべ9日間開催された「イタリアンフェア」は、連日大盛況

況。音楽・ワイン・料理・展示即売……。各種の催し物が続いた

こともあって、のべ15，000人の来館者がありました。

〈物産展示即売会

一番売れたのは食品

関係（スパゲッテイ、

ワイン）二番目がネ

クタイ・バック等の

日用品、次いでアク

セサリーという順番

でした。

イタリアワインの集い

　赤・白・ロゼの10種類の試
▼飲会に81人のワイン党が。

重
要
で
、
行
政
と
安
達
グ
ル
ー
プ
が

力
を
合
わ
せ
開
発
事
業
に
努
力
し
た

い
一
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
全
体
構
想
の
主
な
も

の
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
今
年
度
八
百
㌶
の
第
一
リ
フ
ト
、

駐
車
場
、
レ
フ
ト
ハ
ウ
ス
建
設
、

●
来
年
度
は
林
野
庁
等
の
問
題
が
解

決
さ
れ
た
ら
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
と

連
絡
●
リ
フ
ト
は
ロ
マ
ン
ス
、
ペ
ア
リ
フ

ト
中
心
に
日
本
に
あ
ま
り
な
い
ト
リ

プ
ル
リ
フ
ト
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
を

●
総
面
積
は
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
の

約
三
倍
、
六
百
万
平
方
材

●
全
体
の
計
画
構
想
は
六
十
年
度
の

シ
ー
ズ
ン
は
じ
め
頃
に

●
シ
！
ズ
ン
八
十
～
九
十
万
人
の
誘

客
を
め
ざ
す
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高
等
職
業
訓
練
校
竣
工

　
昨
年
の
七
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練

（
運
営
管
理
…
職
業
訓
練
法
人
・
十

日
町
職
業
訓
練
協
会
・
会
長
栢
森
孝

一
氏
）
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
し
四
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
摺
響
□
摺

聡

　
　
　
　
　
　
　
籔
鱒
，

　
　
　
　
　
　
　
，
口

十
七
日
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
本
町

六
丁
目
の
鉄
骨
二
階
建
の
訓
練
校
で

建
築
製
図
科
、
経
理
事
務
科
、
建
設

科
、
和
文
タ
イ
プ
科
、
配
管
科
な
ど

の
養
成
訓
練
や
能
力
開
発
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
校
舎
が
老
朽
化

し
た
た
め
左
図
の
位
置
に
新
築
移
転

し
ま
し
た
。

位置図
血

駅

調瀬
至長野 匿 1　国道117号線 至小千合

十日町市高等職巣訓練校
　　新　　校　　書

w 〒ス
リ停
一

　北
　越
工北
零線
中

住所）

十日町市大字新座甲281番地1
　　（TEL52－3809番）

〔
施
設
規
模
〕

●
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
●

延
床
面
積
七
百
六
十
九
・
二
平
方
材

●
建
築
科
教
室
㈲
、
製
図
科
教
室
、

タ
イ
プ
科
教
室
、
大
教
室
な
ど

〔
工
事
費
〕

　
総
工
費
…
九
千
九
百
十
六
万
千
円

七
和
会
館
起
工
式

　
本
町
7
丁
目
と
三
和
町
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
施
設
「
七
和
会

館
」
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
五
月
二
日
、
市
と
地
元
関
係
者
に

よ
り
起
工
式
が
行
な
わ
れ
、
七
月
末

の
完
成
を
目
途
に
し
て
い
ま
す
。
建

設
の
位
置
は
、
本
町
七
丁
目
地
内
の

北
越
北
線
高
架
橋
近
く
で
総
工
事
費

三
千
万
円
（
用
地
買
収
費
含
）
の
木

造
二
階
建
、
延
床
面
積
二
百
十
二
・

六
四
平
方
肩
の
建
物
が
、
建
設
さ
れ

ま
す
。
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コモ湖上からの風景

　　　　　　　　　　　　　目　的
　　　　　　　　　　　　　　姉妹都市・コモ市とより深い友好を結ぶために、市の将来を担う青少

年4月2日～43年4月1日まで　年からコモ市の産業・文化などを見聞してもらい・交流の輪を広げるこ

、市内に在住している青少年男女　とにより、姉妹都市の実をあげることを目的とします・

もに健康で、国際親善を果すにふ　派遣内容

人格とマナーを備えた青少年男女　　●コモ市では、ホテル宿泊や一般家庭に滞在するホームスティにな

締切日　5月25日㈹　　　　　F　　　ります。

方法　　　　　　　　　　　　　　　●コモ市のほか、ミラノ（イタリア）の視察研修もします。
書類を市総務部総務課へ提出ください。　派遣人員

　市総務課人事秘書係にあります。　　　　青少年の男女5名程度

　勤務先・修学先の代表者のもの・ただし未　　派遣者への補助

保護者のものも必要です・　　　　　　　　　　派遣にかかる旅費（航空運賃、国内交通費、保険料、旅行

（堕0字詰原稿用紙3～5枚）　　　手続手数料）総経費約40万円の60％以内を助成します．
市父流が果す役割

で学びたいこと

の体験を地域でどう生かすか

1枚（5×5cm上半身正面無背景。6ヵ月
影したもの）

　
4
市
に
格
切
法
類
市
勤
護
4
0
交
学
体
枚
し

　
　
　
　
も
人
締
方
書
　
　
保
（
市
で
の
1
影
験

格
2
9
れ
と
い
み
み
の
書
書
は
　
都
市
市
　
撮
試
次
次

　
和
ま
身
し
込
込
記
込
意
者
文
妹
モ
モ
真
に
考
1
2
日

資
昭
生
心
わ
申
申
下
申
同
人
作
姉
コ
コ
写
内
選
第
第
期

囹
●
に
●
さ
囹
囹
　
①
②
成
③
●
●
●
●
以
囹
●
●

●第1次……書類審査

●第2次……面接試験

期日　第1次、第2次選考試験とも6月上旬予定で
す。

　会場市役所
囹発表　第1次、第2次選考試験とも、選考結果は本
人へ通知します。

囹派遣前研修　6～8月に打ち合せや研修を実施します。

公式レセプション（昭57．8．24第1回青少年派遣団）

博
物
館
開
館
・
友
の
会
創
設

　
　
　
　
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
妻
有
の
文
化
を
考
え
る
」
開
催

　
市
博
物
館
開
館
五
周
年
と
博
物
館

友
の
会
創
設
五
周
年
を
記
念
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
妻
有
の
文
化
を
考
え

る
」
が
、
四
月
二
十
八
日
d
P
、
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
市
民
会
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
友
の
会
会
員
、
　
一
般
市

民
が
約
二
百
人
参
加
し
、
滝
沢
栄
軸

氏
（
博
物
館
協
議
会
副
会
長
）
の
司

会
で
、
春
日
由
三
氏
（
前
十
日
町
市

長
）
、
玉
井
成
光
氏
（
前
橋
育
英
短

大
教
授
）
、
地
元
か
ら
は
竹
内
道
雄
氏

（
長
岡
高
専
教
授
）
、
佐
野
良
吉
氏

（
織
物
紐
合
専
務
）
の
各
講
師
が
、

妻
有
の
文
化
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
佐
野
氏
が
「
妻
有
の
文
化

は
織
物
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
織

物
発
展
の
要
素
に
は
、
他
の
地
域
に

　
　
コ
「
．
．
｝
，
藩

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　気　　　　　　　　　馨　　　　　　　匙　　　　　　　笹　　　　　劃　　　　あ　　肴笹
’轡

慧
■

は
な
い
創
造
す
る
開
拓
精
神
が
あ
っ

た
。
こ
れ
は
傑
出
し
た
郷
土
の
僧
侶

や
医
者
の
精
神
が
根
低
に
あ
る
か
ら

だ
一
　
つ
づ
い
て
竹
内
氏
は
讐
雪
か
ら
つ

ち
か
わ
れ
た
人
情
、
愛
情
、
忍
耐
な

ど
の
精
神
文
化
で
あ
る
。
き
も
の
の

美
し
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
大

人
は
子
ど
も
た
ち
に
模
範
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
一
と
語
り
、
ま
た

玉
井
氏
は
「
雪
の
自
然
に
逆
ら
わ
な

い
生
活
を
し
な
が
ら
文
化
を
生
み
だ

し
た
。
織
物
が
そ
う
だ
。
文
化
と
自

然
は
常
に
対
じ
す
る
も
の
が
あ
る
が

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
大
切
に
文
化

を
育
て
て
ほ
し
い
一

　
さ
ら
に
春
日
氏
は
「
文
化
の
柱
は

物
質
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
の
三
点

だ
が
、
こ
の
地
方
に
は
情
報
が
一
番

欠
け
て
い
た
。
私
が
放
送
界
に
入
っ

た
の
も
、
情
報
こ
そ
が
次
代
の
社
会

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
感
じ

た
か
ら
だ
。
文
化
に
対
し
て
劣
等
感

を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
で

も
、
雪
ま
つ
り
は
雪
が
生
み
だ
し
た

す
ば
ら
し
い
文
化
だ
。
博
物
館
運
動

の
原
点
は
、
情
報
を
い
か
に
伝
え
る

か
、
後
盤
に
残
す
か
で
あ
る
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
、

　
な
お
．
五
十
四
年
四
月
の
開
館
以

来
、
入
場
者
数
は
十
三
万
五
千
人
。

ま
た
、
友
の
会
会
員
は
七
百
五
十
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一丁一



⊥
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市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業

「
市
民
一
斉
清
掃
の
日
」
を
制
定
し
ま
し
た

～
身
の
周
り
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
～

　
市
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て

「
市
民
一
斉
清
掃
の
日
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
手
で
、
住

み
よ
い
き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
め
ざ

す
も
の
で
、
今
後
は
毎
年
つ
づ
け
て

い
き
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
環
境
美
化
は
、
日
常

　　　　　　　　縷

生
活
の
一
部
で
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
身
の
周
り
を
汚
さ
な

い
よ
う
な
気
く
ば
り
を
。
そ
し
て
、
こ

の
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
連
帯
意
識

〆
を
高
め
て
い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。●
清
掃
の
日
　
五
月
～
十
一
月
の
毎

月
十
日
・
午
前
六
時
～
七
時

●
清
掃
の
場
所
　
町
内
の
道
路
、
公

園
な
ど
　
（
ほ
か
に
春
・
秋
の
年
2

回
、
側
溝
、
河
川
の
清
掃
も
行
い
ま

す
。
）
●
清
掃
の
方
法

ω
町
内
・
衛
生
組
合
な
ど
が
単
位
と

な
り
ま
す
が
、
や
れ
る
場
所
か
ら
始

め
、
徐
々
に
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
、
自
宅
の
周
り
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

ω
空
き
缶
・
ビ
ン
な
ど
も
え
な
い
ご

募
集
青
年
溜
外
協
力
隊

　
協
力
隊
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
東
・
中
南
米
・
南
太
平
洋
の
開

発
途
上
に
あ
る
国
々
に
対
し
て
、
経

済
・
社
会
の
発
展
の
た
め
に
技
術
・

技
能
を
身
に
つ
け
た
、
心
身
と
も
に

健
全
な
青
年
を
派
遣
し
て
、
各
国
の

国
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

資
格
　
満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と
し

て
三
十
五
歳
ま
で
の
男
女

選
考
試
験
　
●
第
一
次
選
考
　
ω
作

文
・
英
語
（
中
学
校
卒
業
程
度
）
・

技
術
　
ω
七
月
一
日
㈲
に
県
で
実
施

●
第
二
次
選
考
　
ω
面
接
・
技
術
・

健
康
診
断
　
㈲
八
月
三
日
働
～
九
日

み
と
、
も
え
る
ご
み
を
区
別
し
、
ご

み
集
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
ま
で
は
保
管
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
側
溝
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
町
内
単
位
で
行
っ
て
い
た
方
法
で

お
願
い
し
ま
す
。

●
そ
の
他

qD

ご
み
袋
、
用
具
の
一
部
は
、
衛
生

組
合
単
位
で
六
月
十
日
ま
で
に
配
布

し
ま
す
。

ω
毎
月
十
日
は
「
交
通
安
全
家
庭
の

日
」
で
も
あ
り
ま
す
。
道
路
清
掃
の

と
き
に
事
故
な
ど
が
起
き
な
い
よ
う
、

交
通
安
全
協
会
の
人
た
ち
と
も
連
携

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
月
二
十
五

日
号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
街
で

す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

㈲
の
一
日
、
東
京
で
実
施

派
遣
期
間
　
二
年
間
　
ω
十
二
月
上

旬
訓
練
開
始
、
六
十
年
三
月
下
旬
出

発
予
定
　
ω
六
十
年
四
月
上
旬
訓
練

開
始
、
七
月
下
旬
出
発
予
定

費
用
　
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
負

担
　
※
現
地
生
活
費
が
毎
月
支
給
さ

れ
ま
す
。

応
募
方
法
　
五
月
三
十
一
日
（
消
印

山菜取り・山遊びにはご注意を

体
制
が
と
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
、

り
ま
す
。
山
菜
取
り
や
山
遊
び
の
シ

ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
十
分
に
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
月
二
十
九
日
に
は
、
下

条
水
口
沢
で
、
山
菜
取
り
に
出
か
け

た
人
が
、
雪
崩
の
下
敷
き
と
な
り
死

亡
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
に
な
い
遅
い
雪
消
え
で
、
雪

崩
が
発
生
し
や
す
い
状
態
で
す
。
二

重
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
四
月
二
十
六
日
の
早

朝
、
八
箇
南
沢
地
内
で
、

熊
（
推
定
年
齢
三
歳
、

体
長
一
メ
ー
ト
ル
六
、

体
重
三
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
射
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
熊
は
、
二
十
五

日
の
午
後
、
八
箇
長
里

の
風
間
長
一
郎
さ
ん
が
、

、
杉
の
枝
お
ろ
し
作
業
中

に
発
見
し
た
も
の
で
、

同
じ
場
所
で
地
元
猟
友

会
の
人
た
ち
に
よ
り
仕

留
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
秋
も
、
あ
ち

こ
ち
に
出
没
し
、
警
戒

　
　
　
　
　
　
今
年
も

出
没
す
る
可
能
性
も
あ

有
効
）
ま
で
に
、
所
定
の
願
書
を
青

年
海
外
協
力
隊
事
務
局
（
〒
一
五
〇

渋
谷
区
広
尾
四
－
二
ー
二
四
　
智
〇

三
－
四
〇
〇
1
七
二
六
一
番
）
へ

問
合
せ
先
　
事
務
局
ま
た
は
新
潟
県

総
務
部
県
民
広
報
課
外
事
係
（
〒
九

五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通
一
－
六
〇

二
　
盈
〇
二
五
二
－
二
三
－
五
五
一

一
番
内
線
三
〇
三
二
）
へ

　
漏
水
に
ご
注
意

　
水
道
の
蛇
口
か
ら
メ
…
タ
ー
ま
矯

は
、
み
な
さ
ん
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
閾
の
漏
水
に
よ
る
修
理
代
金

や
水
道
料
金
は
、
み
毅
さ
ん
の
負
撞

に
な
η
ま
す
の
で
、
十
分
な
管
理
懇

お
願
矯
し
ま
す
。

　
漏
水
の
点
検
方
法

　
ま
ず
、
す
べ
て
の
蛇
口
を
し
め
、

　山の緑を大切に．グ

「火入れに関する規則」を定めました

農撫朋1日よト

鴛耀騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
い

　
森
林
法
が
改
正
さ
れ
「
火
入
れ
」

を
す
る
と
き
は
、
市
町
村
長
の
許
可

が
必
要
と
な
り
、
市
で
は
、
五
月
一

日
よ
り
「
十
日
町
市
火
入
れ
に
関
す

る
規
則
」
を
定
め
ま
し
た
。

　
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
七
日
前

ま
で
に
、
場
所
、
日
時
、
消
火
設
備

な
ど
を
記
入
し
た
所
定
の
申
請
書
を

市
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
森
林
資
源
は
一
度
焼
失
す
る
と
、

元
ど
お
り
に
な
る
ま
で
に
何
十
年
も

の
歳
月
を
必
要
と
し
ま
す
。
必
ら
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
…
の
赤
糖
星
印
を
見
て
く
だ

さ
い
。
水
道
を
使
爾
し
て
鱒
な
繍
の

に
、
こ
の
星
囎
が
圃
っ
｛
覇
愚
と
港

は
漏
水
し
驚
い
諜
す
。

　
す
ぐ
に
、
最
寄
り
の
毒
捲
定
工
事

店
に
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ
さ
鱒
。

　
今
年
の
冬
は
、
異
常
寒
波
檬
よ
る

凍
結
や
漏
水
瀞
多
発
し
叢
毯
驚
。
欝

ー
タ
薯
が
雪
の
下
に
あ
る
ご
家
庭
ぽ
、

掘
り
出
し
て
点
検
し
て
く
だ
遷
糖
。

◆
規
則
の
内
容
　
森
林
ま
た
は
森
林

の
周
囲
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

の
土
地
で
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、

五
十
ア
ー
ル
ま
で
十
人
以
上
の
火
入

れ
従
事
者
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
前
に
市
へ
許
可

の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
火
入
れ
と
は
…
…
造
林
の
た
め
の

地
ご
し
ら
え
、
害
虫
駆
除
、
焼
畑
な

ど
の
目
的
で
、
森
林
ま
た
は
周
囲
の

原
野
な
ど
の
土
地
に
お
い
て
、
立
木
、

草
、
た
い
積
物
な
ど
を
焼
却
す
る
こ

と
で
す
。

◆
問
合
せ
先
　
市
経
済
部
農
林
課
耕

地
林
務
係
（
智
五
七
ー
三
二
一
番

内
線
三
三
四
・
三
三
五
）
へ

　
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
今
の
季
節
は
、
一
年
中
で
も
一
番

に
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
で
す
。

火
災
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
て
火
災
の

発
生
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
の
気
の
ゆ
る
み
か
ら
火
災

は
発
生
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
の
気
く
ば
り
を
お
願
い
し
ま

す
。
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上
原
団
地
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
五

月
二
十
一
日
㈲
か
ら
五
月
三
十
日
㈹

ま
で
上
原
団
地
の
春
期
募
集
を
行
い

ま
す
。

■
募
集
方
法
　
宅
地
分
譲
　
六
区
画

■
募
集
説
明
会
　
五
月
十
七
日
㈱

午
後
一
時
三
十
分
　
保
健
セ
ン
タ
ー

二
階
集
団
検
診
室

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
市
建

設
課
建
築
住
宅
係
（
暦
五
七
－
三
一

二
番
内
線
二
六
二
）
か
、
新
潟
県

住
宅
供
給
公
社
分
譲
課
（
盈
〇
二
五

二
－
六
六
1
0
一
八
四
）
へ

　
　
“
家
内
労
働
旬
間
”
が

　
　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す

　
労
働
省
で
は
、
家
内
労
働
者
の
労

働
条
件
の
向
上
と
生
活
の
安
定
を
図

る
た
め
、
今
年
も
家
内
労
働
旬
間
を

実
施
し
ま
す
。

目
目
標
　
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件

の
向
上
－
作
業
の
安
全
と
健
康
の
確

保
1

豪劉謝慮し鱒襯憲

　消雪が犬幅匿遷れて嚇ま

　す。次のことに留憲し．

　水田の作業を実施しまし

　よう。一

■
期
間
　
五
月
二
十
一
日
～
五
月
三

十
一
日

■
実
施
事
項
　
O
家
内
労
働
法
の
遵

守
　
口
家
内
労
働
に
よ
る
災
害
防
止

口
労
災
保
険
特
別
加
入
の
促
進

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

篇
　
各
育
苗
様
式
の
田
植
時
期
の
限

界
を
守
る
。
こ
れ
を
守
ら
な
い
と
大

幅
な
減
収
と
な
る
。

　
稚
苗
は
五
月
末
日
、
中
苗
は
六
月

十
日
、
成
苗
は
六
月
二
十
日
ま
で
に

植
え
る
。

二
、
元
肥
は
控
え
め
に
す
る
。

　
チ
ッ
ソ
は
八
割
ぐ
ら
い
に
抑
え
、

カ
リ
は
普
通
に
、
リ
ン
サ
ン
は
多
め

に
施
す
。

三
、
耕
起
は
や
や
深
め
に
し
、
代
か
’

き
は
練
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
平
均
に

仕
上
げ
る
。

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
住
宅
を
新

築
す
る
方
に
対
し
て
個
人
住
宅
建
設

資
金
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
次
の

要
領
で
行
い
ま
す
。

一
受
付
期
間
　
五
月
一
日
㈹
～
五
月

三
十
一
日
㈲

二
選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に

よ
り
行
い
ま
す
。

さ融

資
額
及
び
利
率
　
下
表
参
照

四
返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十
五

年
以
内

五
申
込
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
”
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
”
と
表
示
し
た
金
融
機
関

◎
詳
細
は
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支

所
（
盈
〇
二
七
二
－
三
二
－
六
六
五

五
）
ま
た
は
お
近
く
の
公
庫
業
務
取

扱
金
融
機
関
へ

　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

四
．
脚
株
あ
た
9
の
本
数
を
少
な
く

住宅の床面積
利　　　率 融資限度額
当初10年間 11年目以降 乙地域 丙地域

50m2～110m2以下
　　（135m2以下〉

5．5％ 7．2％ 500万円 480万円

110m2超～135m2以下
（135m2超～165m2以下）

6．5％ 7．2％ 560万円 530万円

135m2超～165m2以下 7．2％ 7．2％ 620万円 580万円

株
数
を
増
や
す
．
．

　
苗
は
｝
株
あ
た
り
三
～
五
本
と
し
、

三
・
三
平
方
癖
あ
た
り
平
場
は
七
十
二

株
、
山
間
地
は
八
十
株
前
後
と
す
る
。

五
、
活
着
を
早
め
る
た
め
暖
か
い
日

儒
田
植
え
を
す
る
Q

　
そ
の
後
は
～
ー
二
週
間
や
や
深
水

に
し
、
保
温
的
水
管
理
を
行
う
。

六
．
根
付
肥
は
田
植
え
後
十
日
以
内

に
行
う
◎

　
十
誓
あ
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
一
～

二
難
施
用
す
る
。

蝦
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
5目
試
験
の
種
類
　
乙
種
第
四
類
　
丙

種
　
期
日
　
六
月
二
十
八
日
㈲
　
場

所
　
新
潟
市
、
長
岡
市
ほ
か

■
試
験
時
問
　
午
前
の
部
…
乙
種

九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分
、
丙

種
　
九
時
三
十
分
～
十
一
時
　
午
後

の
部
…
乙
種

三
十
分
　
丙
種

時
■
願
書
の
受
付

六
月
六
日

一
時
三
十
分
～
三
時

　
一
時
三
十
分
～
三

五
月
三
十
一
日
～

　
問
い
合
わ
せ
は
消
防
署
、
県
消
防

防
災
課
へ

／

珍　
ぐ
り
”

勇
　
乙
簿

．
類
＼

シリーズ

　Nα2
「
駅
伝
大
会
i

上
位
入
賞
狙
い
ま
す
』

無料交通事故相談
平日　午前9：30～午後4：40

土　午前9：30～正午

　　　（第2土曜日は休み）

弁護士相説日：毎週水曜日

　　　　　午後1：00～4：00

電話での相談も可

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

盈0252－25－1851・0252－25－2225

　
1
6
、
、
ザ
映
写
技
師
認
定
講
習
会

■
期
日
二
回
目
…
五
月
十
八
日
㈹

九
時
～
十
六
時
　
二
回
目
…
五
月
二

十
四
日
㈹
　
十
三
時
三
十
分
～
十
六

時
三
十
分

■
会
場
　
十
日
町
地
区
公
民
館
第
五

集
会
室

■
内
容
　
　
一
日
目
…
講
義
　
操
作
実

習
　
二
日
目
…
筆
記
テ
ス
ト
、
実
技

テ
ス
ト

■
費
用
　
千
四
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
申
し
込
み
は
五
月
十
六
日
ま
で
に

十
日
町
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
智

五
七
ー
〇
四
九
三
）
へ

　　・鞍

　山本町1
佐藤廣志さん
（会社員・32歳）

　
　
－
沿
道
と
選
手
が
一
体
に
な
っ
て

し
か
も
ひ
と
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
い
ろ

い
ろ
な
年
齢
層
の
人
た
ち
が
楽
し
め

ま
す
」
駅
伝
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ

た
の
が
、
十
臼
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所

属
の
佐
藤
廣
志
ざ
ん
（
32
歳
）
。

趨
蔦
ろ
轟
六
月
十
日
に
開
催
さ
れ
る

認
念
駅
伝
犬
会
に
も
出
場
す
る
。

　
　
－
国
体
の
結
果
な
ど
新
聞
で
み
て

い
る
と
新
潟
県
の
低
レ
ベ
ル
が
目
立

ち
ま
す
。
県
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た

．
め
に
は
地
域
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必

婁
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
」

　
難
牽
年
計
画
の
ク
ラ
プ
チ
！
ム
作

鱗
癒
、
現
在
は
後
継
者
の
育
成
に
力

を
天
義
て
い
る
と
い
う
。
　
「
私
の
立

・
場
か
ら
書
え
ば
、
市
の
文
化
ス
ポ
ー

ツ
基
金
は
た
髄
へ
ん
有
益
な
も
の
と

．
考
え
ま
す
。
将
来
は
対
象
者
の
範
囲

を
広
げ
、
底
辺
の
拡
大
を
図
る
一
手

段
と
し
て
ほ
し
い
」
　
「
昔
で
は
考
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
十
日
町
の
レ
ベ
ル
は

向
上
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
夢
を
ひ

と
つ
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
こ
の
ク

ラ
ブ
か
ら
カ
ル
ガ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ヘ
の
出
場
選
手
を
出
す
こ
と
。
最
短

距
離
に
い
る
の
が
本
間
寿
で
し
ょ
う
」

　
明
る
い
話
題
が
少
な
い
こ
の
頃
、

暗
い
ム
ー
ド
を
ス
ポ
ー
ツ
で
発
散
し

活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を

担
え
れ
ば
と
自
ら
の
役
割
を
語
る
。

”
駅
伝
大
会
の
勝
算
は
”
と
め
間
い

に
「
相
手
が
ど
ん
な
チ
ー
ム
編
成
を

し
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
な

ん
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
上
位
入
賞

は
必
ず
狙
い
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　
。
ス
キ
ー
も
頑
張
れ
、
仕
事
も
頑

張
れ
。
そ
し
て
一
流
を
目
指
せ
”
と

い
う
本
間
侃
会
長
の
言
葉
を
目
標
に
・

努
力
を
重
ね
て
い
る
。
　
「
駅
伝
大
会

の
時
は
若
手
が
な
ん
と
か
頑
張
っ
て

ト
ッ
プ
で
ア
ン
カ
ー
の
会
長
に
タ
ス

キ
を
手
渡
し
た
い
で
す
ね
」
良
き
理

解
者
に
恵
ま
れ
た
、
良
き
後
継
者
の

言
葉
で
あ
る
。

一

｝丁
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蕪賊騰穂繋撫市，，施行3。周年雌鯉ス撚

広げよう…市民の中にスポーツの輪を

高めよう…みんなの手で友愛の輪を
記念駅伝競走大会
■受付　正午　■開会式　午後0：30

9区問～全長25メ卸ル　彗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡喝φ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．、緬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口
以上）1名、壮年（40歳以上）1名、一般2名の5名以内と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11kmする・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　（ノ1ぐ学生）

区を指定する．　　　　　　　　　ヲ　　　［コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号　⑭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇

二）騨驚マ繊慮饗1轟錫圭貝現穫　　　◇
瀬畑とする・　騰◇8
　　　　　　　　　　　㊥♂鯉・
　　　　　　　　　　　・鍮猫◇

曾ハ』．

市体育課盈57－3111番（内線326）

市民体育館　盈57－5208番

　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ）チームの正員数は9人。補員は、小学生1名、女子（中学生
　　　　　　　　　　　　城之古◇

六　ωぎ）イ）辮1熱蝋）峯叢鮮　繍糊繍

募嘩）灘撫1鞭叢傍
集ミ醜◇　撲灘慧青禦て

’．野一◇◇一・…㊥ロロ噛ロ饗ロロロロ◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早朝ジョギングマラソン開始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～あなたも走ってみませんか～
　　　　市内各種目別体育協会～連絡は事務局へ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　塵開始日　5月10日休）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■集合場所　睦織物駐車場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消雪後は新座公民館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■時間　5時55分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6時30分

協会名 会長名 事務　局 協会名 会長名 事務　局

陸　　　上 田村邦夫 梧沢　　武（57－1639） サッカー 田村正六 若山　　裕（52－3163）

ス　キ　ー 大嶋鴻之助 蕪木義男（57－0097） 柔　　　道 上村安輝 高橋輝雄（57－8243）

体　　　操 生越一正 保坂征夫（57－3878） 剣　　　道 関口文二郎 宮入正一（52－2351）

野　　　球 吉沢慎一 小林　　繁（57－4508） 空　　　手 西野幸雄 樋ロヨリイ（63－2793）

バスヶットボール 馬場和市郎 山田真一（57－3537） 相　　　撲 丸山秀二 佐藤市郎（52－3077）

卓　　　球 滝沢章次 南雲和幸（58－3172） 山　　　岳 中林銃太郎 徳永唯重（57－8444）

軟式庭球 原田健一． 宇都宮正人（57－8862） サイタリング 越村健次 清野山和夫（57－4860）

テ　ニ　ス 山口昭士 村山昭夫（57－1155） 小　体　連 桑原昭三 桑原　　正（65－1236）

バドミントン 村山清次 庭野哲夫（57－2775） 中　体　連 仲　　健一 野上　　求（57－1321）

バレーボール 庭野雅弘 小杉良一（57－0505） 高　体　連 桝潟昭夫 角山俊文（55－2454）

スポーツ教室開催》参加希望者は直接会場へどうぞく
会　　　場 開始日 内　　　　　　　容 対　　　象 時　間

市民体育館
　％㈹
各7回×2

●軟式テニス（第1・3金曜日）
40歳以上の男女

午後

7：30～9：30
●バレ＿ボ＿ル卓　　　　球（第2．4金曜日）

　　　　バドミントン

東小学校
　％（幻

毎週×7回
●卓　球、バドミントン

　　一般
（小中学生を除く）

午後

7：30～9：30

中条中学校
　％困
毎週×20回

●軟式テニス 　　一般
（小中学生を除く）

午後

7：30～9：30

東下組小学校
　％㈲
毎週×5回

●レクダンス、卓　球、民　踊 　　一般
（小中学生を除く）

午後

8：00～9：30

吉田中学校
　％（月）

毎週×5回
●レクリェーション

　　一般
（小中学生を除く）

午後

8：00～9：30

名ヶ山小学校
　鬼（幻

毎週×8日
●レクリェーション、バレーボール

　　一般
（小中学生を除く）

午後

8：00～9：30

馬場小学校
　％㈹
毎週×4回

●レクリェーション、軽スポーツ 　　一般
（小中学生を除く）

午後

7：30～9：30

野中小学校
　％困
毎週×5回

●卓　球、バドミントン 　　一般
（小中学生を除く）

午後

8：00～9：30

■問い合わせ　大久保喜雄（智52－2916大英織物内）

十日町高校グラウンド
　　テニスコートを一般開放

■時間　日の出～午前7時
■申し込み　十日町高校保健体育科

■受付締切り　5月16日㈲午後1時まで
■打ち合わせ会　5月16日㈹午後1時から
　　　　　　　　　　　　　十日町高校で

グループ紹介

「相撲は礼に始まケ）礼に終わる。相手を尊敬し、

相手をいたわる」

　裸足で土を踏むことは、健康のためにも良いと

いわれています。力自慢、体力をつけたい方、ぜ

ひ武道館相撲場に来たれ！

■けいこ日　月・金曜日午後7時30分から
■連絡先　村山国夫（智57－2722川治下町）

　
相
撲
連
盟

十
日
町
市

◎紹介するグループを募集しています。

　市体育課まで申し込んでください。
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市
展
ポ
ス
タ
ー
募
集
〃

　
第
十
七
回
市
美
術
展
は
、
十
月
十
二
日
働
～
十
四
日
㈲

に
行
わ
れ
ま
す
が
、
市
公
民
館
で
は
、
今
年
度
の
市
展
ポ

ス
タ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

團
内
　
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

　
　
　
　
　
ω
大
き
さ
　
B
3
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
洋
紙
の
四
分
の
一
、
約
3
9
㎝
×
5
4
㎝
）

　
　
　
　
　
ω
色
　
使
用
色
は
三
色
以
内

　
　
　
　
　
⑥
使
用
文
字
　
「
第
十
七
回
」
　
「
市
展
」

幽
締
切
日
　
六
月
三
十
日
出

囹
宛
　
先
　
十
日
町
市
公
民
館
市
展
係

　
　
　
　
　
（
〒
九
四
八
、
十
日
町
市
学
校
町
智
五
七
i
五
〇
一
一
番
）

幽
審
査
第
＋
七
回
市
展
運
営
委
員

團
賞
金
・
発
表
　
入
選
一
点
賞
金
一
万
三
千
円
、
佳
作
数
点
賞
品

　
　
　
　
　
　
入
選
作
品
は
「
第
十
七
回
市
展
ポ
ス
タ
ー
」
と

　
　
　
　
　
　
し
て
印
刷
し
、
市
内
に
謁
示
し
ま
す
。

囹
そ
の
他
　
o
原
画
の
一
部
を
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
．

　
　
　
　
　
o
作
品
の
版
権
は
市
公
民
館
に
帰
属
し
ま
す
。

　　　　市民講座〈第3弾〉　十日町再発見
　　　　　　　　　　　　　　「近世の群像」の誘い

江戸時代に生きた郷土の先人たちの足跡から学ぶ講座です。

第1回「大肝煎（おおきもいり）の吉田の酒井家、十目町の関口家」　5月17日休）

　　講師　上村政基氏（妻有の文化遺産を守る会事務局長）　　夜7時～9時

6月1日㈹
夜7時～9時

第2回「十日町の画人たち」
　　講師　渡辺賢一氏（円通寺住職）

◆会　場　十日町市公民館（a57－5011番）

◆連絡用ハガキ6枚をお待ちください。

◆講座は月2回予定しています。

　毎回の題目、日時は、その都度市報でご案内します。

驚蒲謂和昔の写真をさがしてください〃

地　区 部　　落 配　　本　　所 T　E　L

六　箇 田　　麦 福崎　健太郎 52－2574

飛　渡

東枯木又 山田　房　吉 59－2323

西枯木又 春川　善　七 59－2216

池　　谷 庭野　昇　一 59－2095

宇田ヶ沢 水落　留　吉 59－2102

下　条
願　　入 願入冬季分校
下条本町 下　条　保　育　所 55－2017

水　沢

姿 姿　　公　　民　　館 58－3667

珠　　川 珠　　田　　分　　校 58－3816

野　　中 野　中　小　学　校 58－2502

土　　市 水　沢　保　育　所 58－2103

十日町 西本町 西　　保　　育　　所 57－0338

美佐島

赤　　倉 赤　倉　小　学　校 57－5705

江　　道 江道猿倉開発センター 52－5481

津　　池 津池冬季分校 57－3608

川　治

川治川町 川　治　保　育　所 57－3256

錦町2 高　山　保　育　所 57－8908

塚原町 十　日　町保健所 57－2400

中　条
北　　原 北　原　保　育　所 57－2338

尾　　崎 む　つ　み　合　所

吉　田
一南鐙坂 鐙　島　保　育　所 57－8795

名ケ山 小海　勝　成 57－0873

　
博
物
館
で
は
、
市
制
施
行
三
〇
周

年
及
び
博
物
館
開
館
五
周
年
を
記
念

し
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
十
日
町

の
あ
ゆ
み
展
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
昔
の
写
真
の
収
集
を
始

め
濠
し
た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
謹
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
明
治
か
ら
昭
和
四
Q
年
代
頃
ま
で

の
十
日
町
（
地
区
を
含
め
）
の
様
子
、

や
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
が
わ
か
る
写

真
（
絵
ハ
ガ
キ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

も
）
な
ら
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

○
た
と
え
ぼ
、
町
通
り
、
公
共
施
設
、

　
町
の
で
き
ご
と
、
機
織
り
、
農
業

　
そ
の
他
の
仕
事
、
人
生
儀
礼
、
催

　
し
、
年
中
行
事
、
お
祭
り
、
学
校

　
の
様
子
、
子
ど
も
の
遊
び
、
大
雪
、

　
舟
、
水
害
の
様
子
、
戦
中
戦
後
の

ど舗角くださ、、通年貸出文庫

　自動車文庫こだま号のステーションのない地域に、通年の貸出文庫を
設置しました。

　図書の入れ替えを年に何回か計画していますが、ご要望があれば途中

でも入れ替えます。

　また、設置を希望される町内、事業所は公民館本館（智57－5011番）

へご相談ください。

　　　　　　　貸出文庫配本所
※貸出しは、ひとり2冊以内2週間までです。

囹青少年育成十日町市民会議総会

　●日時　5月18日（金）

　　　　　　午後6時30～9時
　●会場　市民会館ホール

◆記念講演

　●講師　谷内清吾先生
　　　　　（県中央児童相談所長）

　●演題子どもをダメにする親たち
　　　　　～青少年健全育成のため

　　　　　に～

「
少
年
相
談
」
は

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
へ

　
子
ど
も
さ
ん
の
こ
と
で
、
心
配
ご

と
が
あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

暮
ら
し
、
青
年
団
活
動
、
選
挙
の

様
子
な
ど
な
ど
、
な
つ
か
し
い
も

の
、
め
ず
ら
し
い
も
の
。

●
写
真
に
は
、
撮
影
年
代
、
説
明
、

所
有
者
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
写
真
は
博
物
館
で
複
写
し
た
の
ち
、

　
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

●
都
合
悪
い
場
合
は
、
連
絡
い
．
た
だ

　
け
れ
ば
参
上
い
た
し
ま
す
が
、
で
き

　
れ
ば
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

○
写
真
の
選
択
は
、
博
物
館
に
｝
任

　
く
だ
さ
い
。

●
6
丹
下
旬
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
送
り
先
は
、
十
日
町
市
博
物
館
（
市

内
西
本
町
一
、
電
話
五
七
ー
五
五

　
三
｝
番
）
で
す
。

時
間
　
●
月
・
火
・
木
曜
日
…
午
前
九

時
～
午
後
五
時
　
●
水
・
土
曜
日
…

午
前
九
時
…
正
午
　
●
金
曜
日
…
午

後
一
時
～
午
後
五
時

※
来
所
さ
れ
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
（
a
五
七
ー
八
九
一
八
番
・

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

図
書
の
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
（
昭
和
58
年
11
月
～
59
年
3
月
）

　
・
目
黒
通
夫
　
・
川
崎
工
務
店

・
山
口
光
子
　
・
小
林
由
直
　
・
高

野
俊
英
　
・
島
田
進
　
・
阿
部
悌
治

・
滝
沢
紀
春
　
・
根
津
や
え
　
・
庭

野
富
吉
　
・
石
川
隆
章
　
　
・
近
藤
六

4月中の交通事故発生状況　　　　5月の交通安全キャンペーン

　　　　　　　　　　（）は58年　　．　　　毎月10日は交通安全家庭の日
村名　発生件数　死者数　傷者数　・自転車は正しく安全に

　　　　　　　　　　　　　　　昨年1年間に県内で22人の自転車利用者が、市内でも町市　　5（11）　O（O）　　5（15）
　　　　　　　　　　　　　　　1人死亡しています。自転車も車輔です。ルールを守
亟町　1（7）　O（0）　2（8）　り、正しく安全に乗ることが大切です。

斡町　2（1）　O（0）　4（1）　・若者の交通事故防止を

且村　0（2）　0（0）　0（2）　死亡事故の約37％は25才未満の若者によってひき起こ

　　　　　　　　　　　　　　　されています。原因は高速暴走、飲酒運転等によるも十　　8（21）　0（0）　11（26）
　　　　　　　　　　　　　　　のが多くなっています。
計　29（41）　0（0）　32（54）　　・安全運転5則〃等を守りましょう。

市町村名 発生件数 死者数 傷者数

十日町市 5（11） O（O） 5（15）

川西町 1（7） O（0） 2（8）

津南町 2（1） O（0） 4（1）

中里村 0（2） 0（0） 0（2）

計 8（21） 0（0） 11（26）

累　計 29（41） 0（0） 32（54）

郎
・
矢
辺
政
広
・
中
村
隆
行

・
小
林
由
弘
　
・
新
潟
日
報
十
日
町

支
局
　
・
蕪
木
信
子
　
・
根
津
敏
子

・
阿
部
六
太
郎
　
・
山
口
芳
一

・
柳
沢
ミ
ツ
イ
　
・
二
瓶
美
樹

・
野
上
書
店
　
・
中
町
鼎
　
・
河
村

悦
子
　
・
千
井
野
恵
美
子
　
・
羽
鳥

ア
ツ
子
　
・
中
沢
友
吉
　
・
合
田
浩

二
　
・
高
橋
貞
一
　
・
庭
野
美
代
子

（
敬
称
略
）

『

一「『



二

（10）とお』げ夢3昭和59年5月10日

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
加

入
の
四
十
歳
・
四
十
五
歳
の
人
を
対

象
に
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
健

康
診
断
事
業
）
を
実
施
し
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
事
業
は
、
昭
和
五
十
六
年
度

か
ら
始
ま
り
、
三
年
商
で
三
百
四
十

九
人
が
受
診
し
、
異
常
の
あ
っ
た
人

が
二
百
人
（
軽
度
の
異
常
を
含
む
）

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
血
糖
値
の
高
い
人
、
高
血

圧
傾
向
の
人
、
高
脂
血
症
の
疑
い
の

あ
る
人
、
肝
機
能
に
異
常
の
あ
る
人

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心
疾
患
、
肝

炎
と
い
っ
た
恐
ろ
し
い
成
人
病
に
つ

な
が
る
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
総

合
的
に
診
断
す
る
の
が
人
間
ド
ッ
ク

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る

人
は
、
住
民
検
診
は
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
ω
国
保
加
入
者
で
、
五
十

九
年
度
中
に
満
四
十
歳
・
四
十
五
歳

に
な
る
人
（
昭
和
十
九
年
四
月
二
日

～
二
十
年
四
月
一
日
及
び
十
四
年
四

月
二
日
～
十
五
年
四
月
一
日
に
生
ま

れ
た
人
）
　
ω
　
国
保
加
入
後
一
年

以
上
経
過
し
、
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

申
請
期
間
　
五
月
十
日
～
二
十
一
日

実
施
予
定
時
期
　
七
月
・
八
月
中

実
施
医
療
機
関
　
ω
新
潟
県
健
康
管

理
協
会
（
新
潟
市
）
　
ω
新
潟
県
労

働
衛
生
医
学
協
会
小
出
検
診
セ
ン
タ

．
1
（
小
出
町
）
…
…
希
望
の
と
こ
ろ

検
診
費
用
・
自
己
負
担
額
　
ω
健
康

金
婚
式
の
ご
夫
婦
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い

　
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
に
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
か
ら
、
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
か
た

で
す
。
戸
籍
の
届
出
年
月
日
で
な
く
、

実
際
に
結
婚
さ
れ
た
年
月
日
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
ま
で

の
該
当
ご
夫
婦
で
、
今
ま
で
に
記
念

品
贈
呈
を
受
け
て
い
な
い
か
た
も
該

当
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
ご
夫
婦
は
、
お
ふ
た
り
の
氏

名
、
結
婚
年
月
日
を
五
月
二
十
日
ま

で
に
市
政
事
務
嘱
託
員
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式
に
つ
い

て
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
福
祉
係
（
盈
五
七
⊥
三
一

一
番
内
線
二
二
四
）
へ
。

管
理
協
会
　
・
男
子
二
万
六
千
円

（
七
千
八
百
円
）
　
・
女
子
二
万
八

千
円
（
八
千
四
百
円
）
　
ω
労
働
衛

生
医
学
協
会
　
・
男
女
共
二
万
八
千

円
（
八
千
四
百
円
）
　
※
カ
ッ
コ
内

が
自
己
負
担
額
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
市
保
健
衛
生
課

国
保
係
（
盈
五
七
－
三
二
一
番
内

線
五
〇
四
）
へ

　
異
常
に
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
状
態
の
時
は
、
火
災

警
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
に

ま
し
て
”
火
の
元
”
に
ご
注
意
を
。

※
警
報
の
発
令
方
法
は

●
消
防
署
、
分
遣
所
、
ポ
ン
プ
置
場

に
看
板
を
立
て
ま
す
。
●
消
防
署
、

分
遣
所
に
赤
・
白
の
吹
き
流
し
を
上

げ
ま
す
。
　
●
サ
イ
レ
ン
ま
た
は
消

防
車
両
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

　
　
　
は
＊
大
＊
切
＊
に

　
　
　
1
車
検
用
に
必
要
…

　
「
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
兼
領

収
書
」
は
、
五
月
中
旬
に
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　
∵
罐

　
　
　
研
五

　
　
　
漫
碑

　
　
　
高

　
　
　
十

　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
－
　
ゆ

　
　
験

　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
一

　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
粛

　
　
　
砺

　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
α

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
、
　
　
“
掩

　
　
の
㌧

　
　
　
　
　
　
　
廟

の
と
こ
ろ
へ
発
送
し
ま
す
が
、
こ
の

用
紙
に
は
、
車
検
に
必
要
な
、
軽
自

動
車
税
納
税
証
明
書
も
、
い
っ
し
ょ

に
付
い
て
い
ま
す
。

　
領
収
日
付
印
が
押
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
ま
ま
車
検
用
の
「
納
税
証
明
書
」

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
検
の
対
象
に
な
る
車
種

は
、
軽
四
輪
車
、
小
型
二
輪
車
（
二

百
五
十
C
C
を
超
え
る
も
の
）
で
す
。

国
際
交
流
・
爽
総
ス
ポ
ー
ッ

基
金
…
寄
付
あ
り
が
と
う

　
●
本
間
朗
（
高
田
町
三
西
）
　
一

万
円
　
●
十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

五
千
円
　
　
〈
敬
称
略
〉

寄
付
あ
璽
離
と
う

　
▼
久
保
田
謙
蔵
（
新
水
）
　
三
万

円
　
▼
中
町
操
（
春
日
町
一
）
　
二

万
円
　
▼
小
林
由
弘
（
水
口
）
　
五

万
円
　
▼
大
島
仁
作
（
新
座
）
　
五

万
円
　
▼
だ
い
さ
（
駅
通
り
）
　
十

万
円
…
…
以
上
香
典
返
し
　
▼
山
田

正
邦
（
山
際
）
　
三
万
五
千
円

▼
地
区
同
盟
青
年
婦
人
会
議
　
二
万

八
千
九
百
二
十
八
円
　
▼
十
日
町
地

期
　
　
　
日

検
診
時
間

検
　
診
　
会
　
場

検
　
診
　
地
　
区

5
月
2
5
日
㈹

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時
3
0
分

飛
　
一
　
小
学
校

嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
魚
之
田
川

午
後
1
時
3
0
分

～
午
後
2
時

池
　
谷
　
分
　
校

池
谷
、
入
山

5
月
2
8
日
㈹

午
前
9
時
1
5
分

～
午
前
m
時
3
0
分

市
之
沢
作
業
場

市
之
沢

午
前
n
時

～
午
前
n
時
3
0
分

三
　
ソ
　
山
分
校

三
ッ
山

午
後
－
時
3
0
分

～
午
後
3
時

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

新
水
、
蕨
平
、
上
田
原

5
月
2
9
日
㈹

午
前
1
0
時

～
午
前
n
時

飛
二
　
小
学
校

山
新
田
、
宇
田
ヶ
沢
、

中
条
菅
沼
、
小
貰

午
後
1
時

～
午
後
2
時

枯
木
又
分
校
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
人
、
通
知
の
な
い
人
で
勤
務
先
等
で
も
受
診
さ
れ
な

　
い
人
は
、
最
寄
り
の
会
場
で
。

※
3
5
歳
以
上
の
人
は
、
検
尿
、
血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て

　
く
だ
さ
い
。

※
循
環
器
検
診
（
検
尿
、
血
圧
測
定
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
1
　
◆
・
レ
○
　
．
1
・
φ
1
・
・
○
・
○
・
◆
・
o
l
・
o
O
　
◆
　
・
1
・
o
O
・
◆
ー
1
・
o
l
・
o
O
・
o
O
・
o
O
・
・
○
・
o
O
・
．
○
・
1
0
・
ー
○
・
o
O
・
φ
・
，
○

区
婦
人
会
　
千
七
百
九
十
八
円

▼
信
用
組
合
職
員
一
同
　
六
千
七
百

円
　
▼
匿
名
　
八
百
円
…
…
以
上
福

祉
事
業
へ
　
▼
旭
翔
会
　
千
九
百
円

▼
姿
老
人
ク
ラ
ブ
　
ニ
千
二
百
円

▼
上
村
ム
ツ
外
　
千
五
百
円
　
▼
長

楽
会
　
二
千
円
　
▼
知
足
会
　
四
千

九
百
円
　
▼
羽
根
川
荘
利
用
者
　
五

千
六
十
六
円
…
…
以
上
羽
根
川
荘
へ

▼
㈱
十
日
町
自
動
車
学
校
　
百
万
円

玄
，
η

こ
い
の
¢
ワ
　
　
　
勿
　
　
誌

だ
ー
　
　
　
　
“
“
ソ

　
　
　
、
・
誌

　
　
　
　
9

　
　
　
3
．
一

　
　
　
　
　
　
　
許

鯉
彰
　
o
・

膳

o、
診

一認

癬

　
、

c
覧
㌧　

、
、
亀

6r“

「
耳
q
麟
リ

　
、
砺
ふ
幻

、
一

ヘ
ヌ
　
　
い

助醸鱗
隻‘鑑」り

一
ド

◎
壽
N

“
ッ

ソ
　
タ

㌘
σ
　
　
＼

◎
ら
嚇

ー
」

帰
h

　
　
、
ル

ま
宏
シ

あ
“
）
、

く
な
9
ん
『
七

、
考
、
C

…
交
通
遺
児
等
援
助
資
金
及
び
障
害

者
総
合
福
祉
施
設
の
備
品
費
へ

▼
川
原
町
長
楽
会
有
志
　
三
千
円
…

廃
品
回
収
益
金
　
▼
川
上
セ
イ
子

（
稲
荷
町
四
）
　
香
典
返
し
（
消
防

設
備
費
へ
）
　
〈
敬
称
略
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
』
匙

渉
ヒ
θ
2
　
齢

　
当
間
高
原
開
発
、
北
越
北
線
実
現

へ
と
”
第
三
セ
ク
タ
i
”
が
活
発
に

動
き
出
し
ま
し
た
。

　
公
共
団
体
と
民
間
団
体
（
企
業
）

が
資
金
と
能
力
を
合
わ
せ
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
る
方
式
は
、
現
代
の

特
徴
あ
る
現
象
で
も
あ
り
ま
す
。

”
梅
も
桜
も
み
な
開
く
”
…
…
妻
有

の
遅
い
春
に
し
て
、
明
る
い
陽
ざ
し

が
見
え
て
来
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
、
市
民
皆
ん
な
の
参
加
意

識
が
前
提
条
件
と
い
え
ま
す
。

■市勢／世帯数12，381／推計人ロ…48，102人（男23，541人・女24，561人）※基本台帳人口48，620人（5月1日現在）


